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Ⅰ 学校側から提案された内容  

  ・平成２８年度自己評価書（後期）  

  ・平成２８年度自己評価シート（後期）集計結果 

   

Ⅱ 協議された主な内容  

   ・平成２８年度自己評価書（後期）が本校の実態を踏まえ、改善策が示されて        

いるかについて  

  ・本校の教育活動についての質疑とそれに対する意見および今後の改善内容につ  

いて 

 

 

＜学校関係者評価書＞  

Ⅰ 全体評価 

  ・肯定的な回答(Ａ｢そう思う｣、Ｂ｢ややそう思う｣の合計)がほぼ全項目(45 項目

中 36 項目)で 90％を超えている。  

・肯定的な回答率が低い(85％以下)あるいは平均値が低い(3.2 以下)項目は、｢危

機管理マニュアルの理解｣、｢個に配慮した授業｣、｢教材教具、備品等を活用し

た授業｣、｢宿題や家庭学習に対する指導｣、｢地域人材や地域の教育力を生かす

指導｣、｢保護者や地域からの学校への要望を聞く機会｣、｢ＰＴＡ活動への主体

的な参加｣の７項目であった。上記７項目のうち６項目は、肯定的回答率も前期

に比べ 10 ﾎﾟｲﾝﾄ低くなっている。  

・以上の点から、この７項目は、現在の竜王北中学校の課題となるものである。

提示のあった改善策・手立てをより具体的なものとして実行していってほしい。 

 

Ⅱ意見 

＜道徳の授業の充実、子どもとのふれあい＞ 

・道徳の県の指定研究を受けたこともあり、全校体制で道徳の時間の充実に努め

ている様子が伝わってきた。生徒の様子をよく知っている立場にある学級担任

が道徳の授業をすることには大きな意義がある。 



 

また、道徳の授業が一人ひとりの子どもにとって価値あるものになるよう、何

気ない日常の子どもとの会話や声かけをいっそう心がけてほしい。  

・ただし、給食、清掃、休み時間などを活用しても教師が生徒とふれ合える時間

は極めて少ない。学級の生徒全員に対して一人ひとりに声をかけるのは現実に

は難しい状況にある。どうやって、生徒との人間関係を作っていけるかは忙し

い業務の中で課題となるであろう。教師の工夫や見通しが求められる。一つの

工夫として，竜王北中学校では，連絡帳を活用した短い日記やメモを生徒に毎

日書かせている。こうした文面から子どもの心の変化や有り様が把握できる。

担任もコメントを書くことで生徒との関係が作られているように思う。こうし

た地道な取組をこれからも大事にしていってほしい。 

・大変だとは思うが、日ごろの会話や観察から、子どもの変化への気づきが感じ

取れる教師であってほしい。そして、その気づきから子どもの実態を把握し、

道徳の授業につなげてほしい。  

 

＜子どもの健全育成、親へのサポート、そのための地域との連携＞  

   ・竜王北中学校は，学校規模の割には不登校やその傾向にある生徒が多い。いろ

いろな要因が考えられるが，一つには，家庭の経済的状況や育児環境が背景に

あると思う。以前は，「学校が家庭のことにまで足を踏み入れる」のは憚られる

部分もあったが，今は，必要に応じて，児童相談所や市の子育て支援課などと

連携し，家庭をサポートしていくことが求められている。  

   ・経済的な状況が苦しい家庭が増えている現状がある。家庭の経済状況が親子関

係に及ぼす影響は大きい。どうやって関係機関に繋いでいけるかが大事である。 

   ・最近，“親の再教育”という言葉を耳にする。親が自分の育ちの経験から，“子

どもにどう接するか”，“どう子育てをしていくか”といったことについてモデ

ルを持てないでいる現状があるように思う。“一人の人間として，子を持つ親と

して何を人生の目標にして生きていけばよいのか”がわからない部分があるの

ではないか。そういった家庭への支援を学校だけに任せるのではなく，地域と

してもできることがあったら対応していきたい。地域の目で気づいたことがあ

ったら，学校に知らせることが大事である。地域の回覧板などを利用して，住

民からの情報が入るようにしていくことも一つの方法ではないか。  

   ・これまでも地域の情報から，生徒の問題行動に気づき，大きな事件にならなく

て済んだということがあった。育成会・民生児童委員・自治会長の三者のトラ

イアングルを作り，地域全体で子どもを育てるしくみを作っていくことが大切

である。その取りまとめ役としてトライアングルの真ん中に学校が入ってほし

い。学校がいろんな地域の子どもの様子が集まる“情報タワー”の役目を果た

していけたら素晴らしい。  

    

 

   

 

記載責任者（竜王北中学校 学校関係者評価委員長） 氏名：石合 廣光 印  

 

  

 


